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3）特定外来種生物（オオカワヂシャ）の駆除 

    （調査日時（草刈り日）） 

        4 月 27 日・9 月 27 日 

（調査地点） 

  事業区域内全域 

（調査結果） 

      特定外来生物を発見した場合は、草刈りなどで除去した。 

      

         草刈りの状況 2023.04.27              草刈りの状況 2023.09.27                  

 

（植物の調査結果の考察） 

8 月にイノシシによる掘り起しが原因で移植先（オオシロガヤツリ・ヤナギヌカボ）周辺を荒らされ、同個体

を確認することができなかった。移植先周辺の湿地環境や日当たりは良好で、９月に再度同個体の有無を

確認したが見つからなかった。その後、荒らされた移設先周辺を人力で再整備した。移植先周辺には防護

ネットの設置、点滅ランプの設置などを行った。今後も動向を注視する。 

ハリママムシグサは概ね移植地での生育が確認されており、生育環境も維持されていた。確認された個 

体については、開花、結実も確認されるなど生育状況は良好であった。 

（移植－1）・（移植－2）（移植－３）ともそれぞれ昨年と同等数の開花が見られた。自生地の個体も順調に生

育が見られ、移植地周辺のモニタリング調査の実施など、生育環境の維持・管理に努めた。 以上より、事

業者として、可能な限り環境影響の回避・低減の措置を行っていると考える. 
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